
栃
木
市
ゆ
か
り
の
作
家

　
　『
吉
屋
信
子
』
を
紙
芝
居
で
知
ろ
う
！

　
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
賛
同
を

得
て
、「
吉
屋
信
子
記
念
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
本
会

は
作
家
「
吉
屋
信
子
」
の
業
績
を
称
え
、
永
く
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
研
修
会
・
文
学
散
歩
・
会
報
「
花
物
語
」

の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
信
子
は
６
歳
か
ら
16
歳
ま
で
の
多
感
な
10
年
間
を
、
第

二
尋
常
小
学
校（
現
栃
木
中
央
小
）か
ら
高
等
女
学
校（
現

　

栃
木
市
の
市
民
活
動
を
応
援
す
る
補
助
金
助
成
制
度
﹁
と

ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
﹂︒

　

今
年
も
３
月
16
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
企
画
発
表
︶

が
行
わ
れ
︑
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
︑
補
助

を
受
け
る
10
事
業
︵
総
額
１
８
８
万
５
千
円
︶
が
決
定
し
ま

し
た
︒
今
回
の
特
集
で
は
︑今
年
度
の
助
成
事
業
一
覧
の
ほ
か
︑

助
成
事
業
か
ら
３
団
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
︒

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
制
度
は
︑
皆
様
や
企
業
︑
団
体
か
ら
の
温
か
い
寄
附

金
が
︑
そ
の
原
資
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

前
年
度
も
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
に
︑
総
額

３
２
３
万
２
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︵
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
を
含
む
︶︒
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

特
集
２
令
和
６
年
度
市
民
活
動
推
進
事
業

﹁
と
ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
﹂

助
成
事
業
決
定

問
合
先

と
ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
・
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
政
策
課　

☎
（24）
０
３
５
２

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附　
　
　
　

総
合
政
策
課　

☎
（21）
２
１
４
４

Ｂ
コ
ー
ス　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助

       

吉
屋
信
子
記
念
会

栃
木
女
子
高
校
）
卒
業
ま
で
、栃
木
の
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。

高
等
女
学
校
時
代
に
は
、
少
女
雑
誌
へ
の
投
稿
・
入
賞
を
続

け
、
作
家
へ
の
夢
を
育

み
ま
し
た
。

　

本
会
は
信
子
の
生
涯

を
描
い
た
紙
芝
居
を
制

作
し
ま
す
。
こ
れ
を
通

し
て
、
彼
女
に
興
味
・

関
心
を
抱
き
、
栃
木
市

が
優
れ
た
作
家
を
輩
出

す
る
文
化
都
市
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
し
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

   

楽
し
め
る
明
る
い
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
命
に
か

か
わ
る
重
度
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
を
育
て
る
保
護
者
は
常

に
不
安
や
孤
立
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
ち
ぎ
ア
レ

ル
ギ
ー
の
会
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
む
皆
さ
ん
の
不
安
や

孤
立
感
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
市
民
等
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー

情
報
の
普
及
啓
発
や
一
緒
に
学
べ
る
交
流
の
場
を
提
供
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
と
し

て
は
、
卵
・
小
麦
・
乳

製
品
不
使
用
の
料
理
体

験
教
室
や
交
流
座
談
会

の
開
催
、
市
内
図
書
館

で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
関
連

の
本
や
資
料
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
発
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
補
助

と
ち
ぎ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
会

Iroha  

ヨ
シ
灯
り
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ

　
昨
年
10
月
、
私
た
ち
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
灯
り
展

の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
を
し
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
ヨ
シ
灯
り

を
、
栃
木
市
の
魅
力
と
し
て
若
者
世
代
に
も
伝
え
て
い
く

た
め
、
ア
ー
ト
と
音
楽
で
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
と
ち
ぎ
蚤
の
市
で
も
山
車
会
館
で
地
元
小
学

生
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
ヨ
シ
灯
り

の
展
示
を
し
、
子
育
て
世
代
に
も
ヨ
シ
灯
り
に
親
し
ん
で

Ｃ
コ
ー
ス　

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
補
助

Iroha

ヨ
シ
灯
り
ク
リ
ス
マ
ス

　
　

　
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
岩
舟
エ
リ
ア
に
て
、
ヨ

シ
灯
り
と
マ
ル
シ
ェ
の
融
合
で
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

市
内
外
の
様
々
な
世
代
の
方
、
ま

た
、
外
国
の
方
た
ち
に
も
、
栃
木

市
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
も
、
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
て
地
元
小
学
生
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
ヨ
シ
灯
り
の
幻
想
的
な
光

で
会
場
を
彩
る
予
定
で
す
。
お
楽

し
み
に
！

令和６年度とちぎ夢ファーレ補助事業
Aコース（スタートアップ補助）
新規事業もしくは新規事業を起こすための準備または新規のコミュニティ活動への支援

団体名 活動タイトル
1 栃木水切り協会 栃木市水切り体験会
2 とちぎアレルギーの会 アレルギーがあってもなくても楽しめる明るい未来プロジェクト

3 えぽっくカフェ 屋台de認知症カフェ

Bコース（ステップアップ補助）
既存団体の新規事業または既存事業の充実もしくは拡大への支援

団体名 活動タイトル

4 栃木市スポーツ協会第１支部
ペタンク大会実行委員会 第３回ペタンク大会

5 吉屋信子記念会 栃木市ゆかりの作家「吉屋信子」を紙芝居で知ろう！

6 ネットワークとちぎ 栃木市文化資料のデジタルアーカイブ

Cコース（ジャンプアップ補助）
市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業または複合的に行う事業への支援

団体名 活動タイトル

7 小江戸とちぎきものの日
実行委員会 小江戸とちぎをきもので満喫

8 Iroha ヨシ灯りクリスマス
マルシェ実行委員会 Iroha ヨシ灯りクリスマスマルシェ

Dコース（まちづくりパワーアップ補助）
市全体の活性化につながる事業または市全体の相互交流および連携を図る事業への支援

団体名 活動タイトル

9 とちぎ歌麿
シアタープロジェクト 市民オペラ「歌麿の恋」上演

10 田村律之助顕彰会 「麦処とちぎ」魅力発信プロジェクトVOL.4 －「麦処とちぎ」
麦秋ツアー＆蔵フト麦酒ウォーク・農福連携開催
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